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町からのお知らせ

記念品の提供協力事業者を募集します

ふるさと納税

提出先・問い合わせ　財政課 ☎ 286 ｰ 3132・FAX286 ｰ 3199　〒 735 ｰ 8686（住所不要）*zaisei@town.fuchu.hiroshima.jp

　府中町へ１万円以上のふるさと納税を行っ
た町外居住者へ、税込3,000円相当の記念品を
提供しています。その記念品の提供事業者を募
集します。協力事業者へは、梱包代・送料等
を含め１件あたり3,500円を町が支払います。

後期高齢者医療保険料の軽減率が変わります

平成29年４月から

問 保険年金課年金福祉医療係 ☎ 286 ｰ 3154

　保険料は、被保険者全員が均等に負担する「均等割額」と、各被保険者の所得に応じて負担する
「所得割額」の合計です。次の所得の世帯の人や健康保険組合等の被扶養者だった人には、軽減措置
があります。平成29年４月からの変更内容をお知らせします。

健康保険組合等の被扶養者だった人
に対する軽減
　平成29年度分の保険料「均等割額」軽減割
合は、従来の９割軽減から７割軽減へ変更さ
れます。なお、保険料「所得割額」の負担は
ありません。
※�ただし、被扶養者だった人でも、世帯の所
得が低い人は、「均等割額」の軽減（９割
軽減、８.５割軽減）を受けられます。

保険料「所得割額」の軽減
　平成29年度分の保険料「所得割額」を負担
する人のうち、基礎控除後の総所得金額等が
58万円以下の人の「所得割額」軽減割合は、一
律５割軽減から一律
２割軽減へ変更され
ます。

平成28年度 ９割軽減

平成29年度 ７割軽減

平成30年度 ５割軽減

平成31年度 資格取得後２年を経過する月ま
で５割軽減

平成28年度 ５割軽減
平成29年度 ２割軽減
平成30年度 軽減廃止

保険料「均等割額」の軽減
　（２割、５割軽減については、判定基準額
が拡大され、対象が広がります）

※�所得が公的年金の場合は、軽減判定の際、15万円
を限度として控除があります。
※�軽減判定の際には、｢専従者控除｣、｢居住用財産や
収用により譲渡した場合等の課税の特例｣の適用は
ありません。
※�所得等の申告がない場合は、軽減されないことが
あります。
※�軽減判定は、賦課期日(各年度の４月１日または資
格取得日)時点で行われます。

軽減割合 世帯内（被保険者および世帯主）の
平成２８年中の総所得金額等の合計額

９割軽減

「33万円（基礎控除額）」以下の
世帯で、被保険者全員が年金収入
80万円以下（その他各種所得がな
い場合）

８.５割軽 「33万円（基礎控除額）」以下の世帯

５割軽減
「33万円（基礎控除額）＋27万円
×世帯の被保険者数」以下の世帯
（２６.５万円→２７万円へ）

２割軽減
「３３万円（基礎控除額）＋４９万円
×世帯の被保険者数」以下の世帯
（４８万円→４９万円へ）

保険料額決定通知書は
７月中旬に送付します
保険料納付方法を確
認し、納期限までに
お支払いください

【これまでの記念品(例)】

鶏そば お食事券（３人分）１／64スケール モデルカー

対象　次のいずれにも当てはまる事業者
　　◆�府中町内に事業所（工場等を含む）を有し、

継続して事業活動を行っている法人・個人事
業者など

　　◆町税の滞納がないこと
記念品の要件　府中町の魅力が発信できるもの
　[例 ] 菓子、加工食品、お土産品、施設利用券等
応募方法　所定の参加申請書・必要資料を提出
　※�参加申請書・募集要項は、府中町ホームページ
（ふるさとふちゅう応援サイト>記念品提供事
業者の募集）からダウンロードできます。
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相談

もしもの時に支えあう｢介護保険制度」

介護保険制度の仕組み

問 高齢介護課介護保険係 ☎ 286 ｰ 3235

　介護保険制度は、介護や支援が必要な状態になっても、できる限り住み慣れた地域の中で安心して生
活を続けることができるよう、社会全体で支えあう制度です。平成 29 年４月から介護予防・日常生活
支援総合事業（総合事業）がスタートし、介護認定を受けた人のほか、介護認定を受けていなくても、
チェックリストによる判定を受けて利用できるサービスがあります。

サービスの提供

保険証の交付(C)
認定・判定(B)

地域包括支援センター
ふれあい福祉センター２階

　介護予防や高齢者の総
合的な相談の拠点です。

A保険料の納付　介護保険の財源（利用者負担分は除く）は、１/２が保険料でまかなわれています。
B�申請→認定・判定　サービスを利用するためには、役場窓口で申請して｢介護や支援が必要である｣と認定される（また
はチェックリストによる判定を受ける）ことが必要です。
C�保険証等の交付　「被保険者証」(緑色）、「負担割合証」(黄色）は、介護保険のサービスを利用するときに必要です。

府中町(保険者)
役場４階高齢介護課

サービス事業者

保険料の納付(A)
申請[要介護認定・チェックリスト実施](B)

利用料の支払い

代行申請(認定）
チェックリスト(判定)

●第１号被保険者(65歳以上の人)

●�第２号被保険者(40歳以上65歳未
満で医療保険に加入している人)

原因を問わず介護や日常生活
の支援が必要となったとき、
府中町の認定を受け、サービ
スを利用できます。

特定疾病により介護や支援が
必要となったとき、府中町の
認定を受け、サービスを利用
できます。

健康マイレージ制度

楽しみながら健康づくりを始めましょう

問 健康推進課健康増進係 ☎ 286 ｰ 3258

　健康マイレージ制度とは、健康づくりに関する目
標を設定して、実践した記録を町へ提出するとポイ
ント化され、そのポイントを報奨金として、町内の
幼稚園、保育所、小中学校へ寄付できる制度です。
　昨年度の報奨金は、ボール、三輪車、食育の教材
等の購入に使われました。
　集まったポイントを未来を担う子どもたちへ還元
することで、好循環の健康づくりを目指しています。
取り組み期間　７月１日㈯～９月 30 日㈯
対象　町内在住・在園・在学・在勤の人と家族（3歳以上）

取り組みの流れ　
　①ポイントカードを入手
　②１か月ごとに健康に関する目標を設定
　③目標に取り組んだ日を、ポイントカードに記録
　④�ポイントを寄付する団体を選択し、１か月
ごとに専用の箱へ提出

カード配布開始日　６月 20日㈫
【カ�ード配布場所】役場総合案内（２階）、福寿館、両公民館、
社会教育課(くすのきプラザ1階)、図書館、南交流センター、
ふちゅう情報プラザつばき館 (イオンモール広島府中内 )

支援 連携

連携

加入者(被保険者)
　40歳以上の人は、加入者となっ
て保険料を納め、介護や支援が必
要と認められた場合、介護保険の
サービスが利用できます。(利用
料はサービスに掛る費用の１割ま
たは２割です)
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